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Ｐ4-5　クローズアップ
補正予算審査、質疑が集中
ペレット工場等用地確定測量調査委託料 （704万９千円）
Ｐ6　９月定例会議　一般質問
７人の議員が登壇

手
の
中
に
ど
ん
ぐ
り
持
っ
て
る
よ

む
し
ゃ
む
し
ゃ
…



町
か
ら
の
提
案
４
件
を
審
議

質
疑
を
経
て
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決

補
正
予
算
を
審
査

原
案
ど
お
り
可
決

一般会計の補正内容（歳出のみ）

公共下水道特別会計の補正内容（歳出のみ）

�

財
産
取
得
１
件
、
工
事
請
負
変
更
契
約
１
件
、
補
正
予
算
２
件

一
般
会
計
の
総
額
は

�

１
２
１
億
６
，
４
５
５
万
１
千
円

10月
臨時会議

10月
補正予算

　

10
月
20
日
、
臨
時
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
か
ら
提
案
さ
れ
た
一
般
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
と
す
る
議
案

４
件
を
審
議
。
こ
の
他
に
行
政
報
告
１
件
、
町
長
専
決
処
分
に
よ
る

補
正
予
算
２
件
の
報
告
、
議
会
か
ら
の
議
案
２
件
が
あ
り
ま
し
た
。

項　目 金　額（円） 主　な　内　容

総 務 管 理 費 4,079,000円 人材育成事業助成金ほか

戸籍住民登録費 21,000円 総合案内窓口業務委託料

農 業 費 78,595,000円 ペレット工場等用地確定測量調査
委託料ほか

都 市 計 画 費 11,084,000円 ダンプ購入費ほか

消 防 費 135,000円 職員旅費

予 備 費 10,769,000円

農 林 業 施 設
災 害 復 旧 費 2,495,000円 新嵐山牧場排水路補修工事

項　目 金　額（円） 主　な　内　容

施 設 管 理 費 5,930,000円 修繕費

　

10
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た
臨
時
会
議
で
２
会
計
の
補
正
予
算
が
提

案
さ
れ
、
予
算
決
算
特
別
委
員
会
で
審
査
さ
れ
ま
し
た
。（
審
査
の
詳

細
は
４
～
５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

一
般
会
計
の
補
正
内
容
の
み
記
載
し
ま
す
。

　

町
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案
は

次
の
４
件
で
し
た
。

①
財
産
取
得（
圧
雪
車
購
入
）

②�

芽
室
中
学
校
体
育
館
改
修
工

事
請
負
変
更
契
約

③�

平
成
29
年
度
芽
室
町
一
般
会

計
補
正
予
算

④�

平
成
29
年
度
芽
室
町
公
共
下

水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

①
の
圧
雪
車
購
入
は
、
新
嵐
山

ス
カ
イ
パ
ー
ク
の
ス
キ
ー
場
で

使
用
す
る
特
殊
車
両
で
、
約
２
，

８
２
９
万
円
で
購
入
す
る
も
の

で
し
た
。

②
の
工
事
請
負
変
更
契
約
は
、

工
事
に
変
更
が
生
じ
た
こ
と
か

ら
約
３
１
８
万
円
の
増
額
と
な

り
ま
し
た
。

③
④
は
予
算
を
増
額
す
る
も
の

で
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

芽
室
中
学
校
体
育
館
改
修

工
事
請
負
変
更
契
約

問

中
野
武
彦
議
員
／
当
初
契

約
額
を
積
算
す
る
時
に
、
目
視

や
、
実
際
に
屋
上
に
登
っ
て
確

認
す
る
方
法
も
あ
る
が
、
ど
の

よ
う
な
方
法
で
確
認
し
た
の
か
。

答

学
校
教
育
課
長
／
当
初
の

設
計
の
段
階
で
は
、
設
計
委
託

業
者
と
と
も
に
目
視
で
確
認
し

て
い
ま
す
。

問

中
野
武
彦
議
員
／
入
札
前

に
き
ち
ん
と
確
認
し
、
は
っ
き

り
と
し
た
上
で
進
め
て
い
く
べ

き
だ
と
思
う
。
そ
う
で
な
い
と

公
平
な
入
札
に
は
な
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
。

答

建
設
都
市
整
備
課
長
／
実

際
に
確
認
す
る
た
め
に
は
、
最

初
の
段
階
か
ら
足
場
を
組
ま
ね

ば
な
ら
ず
、
そ
の
段
階
か
ら
経

費
を
か
け
て
と
な
り
ま
す
と
効

率
的
で
は
な
い
の
か
と
思
い
ま

す
が
、
今
後
詳
細
に
研
究
し
な

が
ら
取
り

進
め
て
い

き
ま
す
。

補
正
予
算
の
内
訳
は
左
ペ
ー
ジ
。
予
算

決
算
特
別
委
員
会
で
の
審
議
内
容
は
４

～
５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

損
害
賠
償
請
求
事
件
の
判
決

　

本
年
６
月
７
日
、
釧
路
地
方

裁
判
所
か
ら
芽
室
町
長
あ
て
に
、

２
件
の
訴
状
の
送
付
が
あ
り
、

口
頭
弁
論
を
経
て
、
９
月
26
日

に
判
決
が
出
ま
し
た
。

　

判
決
の
主
文
は
、「
原
告
の
訴

え
を
却
下
す
る
」「
原
告
の
請
求

を
棄
却
す
る
」「
訴
訟
費
用
は
原

告
の
負
担
と
す
る
」と
い
う
も

の
で
し
た
。

　

受
理
し
て
い
た
２
件
の
訴
状

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

１
件
目
は
、
原
告
が
被
告
芽

室
町
長
に
対
し
て
、
平
成
26
年

度
芽
室
町
総
合
体
育
館
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
設
備
工
事
の
工
事
期

間
内
の
竣
工
及
び
稼
働
を
怠
っ

た
と
し
て
、
当
時
の
監
督
員
・

検
査
員
・
企
業
体
に
損
害
賠
償

を
請
求
せ
よ
と
い
う
も
の
。

　

２
件
目
は
、
原
告
が
被
告
芽

室
町
長
に
対
し
て
、
平
成
27
年

５
月
29
日
に
提
起
さ
れ
た
損
害

賠
償
請
求
訴
訟
に
係
る
訴
訟
事

務
委
託
料
の
公
金
支
出
が
違
法

で
あ
る
と
し
て
、
損
害
賠
償
を

請
求
せ
よ
と
い
う
も
の
。

行
政
報
告

報　
　

告

専
決
処
分（
平
成
29
年
度
芽
室

町
一
般
会
計
補
正
予
算
第
７
号
・

第
８
号
）

　

今
回
２
つ
の
補
正
予
算
が
専

決
処
分
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
、
金
額
は
次
の
と

お
り
で
す
。

①�

10
月
22
日
実
施
の
衆
議
院
選

挙
に
関
す
る
費
用

�

１
，
０
２
４
万
４
千
円

②�

災
害
復
旧
に
関
す
る
緊
急
的

な
費
用

�

３
，
７
９
１
万
９
千
円

用
語
解
説

行
政
報
告

　

町
が
行
っ
て
い
る
事
業
の

経
過
、
内
容
等
を
町
長
が
議

会
に
報
告
す
る
も
の
で
す
。

専
決
処
分

　

本
来
、
議
会
の
議
決
・
決

定
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
項
を
、
町
長
が
法
の
規
定

に
基
づ
い
て
、
議
会
の
議
決
・

決
定
の
前
に
、
処
理（
処
分
）

す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

報
告

　

通
常
、
議
会
に
提
案
さ
れ

る
議
案
は
質
疑
を
し
、
採
択

を
し
ま
す
が
、「
報
告
」は
質

疑
も
採
択
も
行
わ
れ
ま
せ
ん
。

陳
情
第
16
号「
全
国
規
模
の
総

合
的
な
ア
イ
ヌ
政
策
の
根
拠
と

な
る
新
た
な
法
律
の
早
期
制
定

を
求
め
る
意
見
書
」は
採
択　

　

９
月
26
日
、
厚
生
文
教
常
任

委
員
会
に
そ
の
審
査
を
付
託
さ

れ
、
３
回
の
委
員
会
を
開
催
し
、

委
員
会
と
し
て
こ
の
陳
情
を
採

択
す
べ
き
も
の
と
し
て
決
定
し
、

臨
時
会
議
で
報
告
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
採
択
さ
れ
た
こ
の

意
見
書
を
関
係
機
関
に
提
出
す

る
こ
と
も
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

▲�

写
真
は
、
参
考
人
と
し
て
陳
情
人
を

招
致
し
質
疑
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

議会を傍聴して
ご意見をください

芽室町議会は、
本会議（定例会議、臨時会議）
常任委員会、特別委員会など
一般に公開しています。

傍聴された方からは、

「文字では伝わらない「温度」を感じた」
「思いのほか傍聴席と議員の席が近い」
「真剣な議論に、緊張感があった」

と感想をいただいています。

住みよいまちづくりの一歩として、
まちづくりを真剣に議論する
議会を傍聴し意見・感想を
お聞かせください！

質
疑（
要
旨
）

2めむろ議会だより　Ｎo183（2017．１１）3 めむろ議会だより　Ｎo183（2017．１１）



クローズアップ

補
正
予
算
審
査
、
質
疑
が
集
中

　

ペ
レ
ッ
ト
工
場
等
用
地
確
定
測
量
調
査
委
託
料（
７
０
４
万
９
千
円
）

修
正
案
が
提
出
さ
れ
る

　

結
果
、
修
正
案
は
否
決
さ
れ
、

　

原
案
が
可
決
さ
れ
る
。

クローズアップ
　

10
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た
臨
時
会
議
で
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
、

予
算
決
算
特
別
委
員
会
で
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
で
は
、「
ペ
レ
ッ
ト
工
場
等
用
地
確
定
測
量
調
査
委
託
料
」を

め
ぐ
り
、
約
１
時
間
30
分
に
わ
た
り
質
疑
が
集
中
。

　

町
の
答
弁
に
疑
義
を
唱
え
る
一
部
議
員
が
、「
ペ
レ
ッ
ト
工
場
等
用

地
確
定
測
量
調
査
委
託
料
」７
０
４
万
９
千
円
の
全
額
を
削
除
す
る

修
正
案
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
原
案（
町
提
出
の
補
正
予
算
）が
可
決
と
な
り
、
修

正
案
は
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
町
か
ら
は
１
億
７
１
７

万
８
千
円
の
追
加
補
正
予
算
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
務
費
、
農
林
産
業
費
、
土

木
費
、
消
防
費
、
予
備
費
、
災

害
復
旧
費
に
そ
れ
ぞ
れ
追
加
補

正
さ
れ
、
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
農
林
産
業
費
の
農
業
廃

棄
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
促
進
事
業

「
ペ
レ
ッ
ト
工
場
等
用
地
確
定

測
量
調
査
委
託
料
」に
質
疑
が

集
中
し
ま
し
た
。（
以
下
の
と
お

り
）

髙
橋
源
委
員
長
／
事
業
概
要
の

説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

答

農
林
課
長
／
目
的
は
、
農

業
廃
棄
物
と
河
川
流
木
を
原
料

と
す
る
木
質
ペ
レ
ッ
ト
製
造
工

場
建
設
に
向
け
、
工
場
用
地
の

候
補
地
そ
の
周
辺
の
用
地
確
定

測
量
・
地
形
測
量
を
行
い
ま
す
。

面
積
は
６
・
７
㌶
で
す
。

問

梅
津
伸
子
委
員
／
事
前
の

委
員
会
説
明
で
は
２
㌶
＋
α
で

あ
っ
た
も
の
が
６
・
７
㌶
と
拡

大
し
た
の
か
。

答

農
林
課
長
／
全
体
面
積
は

当
初
か
ら
６
・
７
㌶
を
想
定
し

て
い
ま
し
た
。
説
明
不
足
で
し

た
。

問

柴
田
正
博
委
員
／
そ
も
そ

も
、
農
業
残
渣
物
を
使
っ
て
燃

料
化
し
て
い
く
調
査
は
今
ま
で

し
て
き
た
が
、
今
回
、
流
木
が

入
っ
て
き
た
と
い
う
経
過
は
。

答

農
林
課
長
／
農
業
残
渣
物

と
し
て
小
豆
が
ら
に
着
目
し
、

長
年
調
査
研
究
し
て
き
た
結
果
、

数
量
確
保
、
水
分
を
含
む
こ
と

に
よ
る
発
火
の
リ
ス
ク
、
収
集

方
法
と
運
搬
経
費
等
の
課
題
が

あ
り
、
必
要
量
全
量
を
小
豆
が

ら
を
使
用
す
る
こ
と
は
断
念
し

ま
し
た
。

問

中
野
武
彦
委
員
／
今
回
測

量
す
る
候
補
地
は
、
地
盤
が
悪

く
、
高
低
差
が
あ
り
、
建
物
を

建
て
る
土
地
と
し
て
適
し
て
い

な
い
と
考
え
る
が
。

答

農
林
課
長
／
他
の
町
有
地

も
検
討
し
ま
し
た
が
、
今
回
の

場
所
近
辺
に
は
、
た
い
肥
セ
ン

タ
ー
、
残
滓
処
理
施
設
が
あ
り
、

町
と
し
て
は
リ
サ
イ
ク
ル
ゾ
ー

ン
的
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
選
定
し
ま
し
た
。

問

中
野
武
彦
委
員
／
農
業
者

の
方
へ
の
説
明
、
合
意
形
成
は

で
き
て
い
る
の
か
。

答

農
林
課
長
／
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
検
討
会
の
メ
ン
バ
ー
に
、
長

い
も
生
産
組
合
の
組
合
長
、
農

業
振
興
セ
ン
タ
ー
長
も
い
る
こ

と
か
ら
、
情
報
提
供
・
農
業
者

の
意
向
状
況
な
ど
は
把
握
し
て

い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問

正
村
紀
美
子
委
員
／
今
回

の
測
量
結
果
等
を
も
っ
て
ス
ト

ッ
ク
ヤ
ー
ド
、
工
場
建
設
等
を

建
設
す
る
、
し
な
い
の
最
終
判

断
を
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ

れ
は
い
つ
の
予
定
な
の
か
。

答

企
画
財
政
課
長
／
平
成
29

年
度
末
か
ら
平
成
30
年
度
当
初

と
考
え
て
い
ま
す
。

問

立
川
美
穂
委
員
／
現
段
階

で
は
事
業
規
模
を
想
定
し
て
い

な
い
の
か
。

答

企
画
財
政
課
長
／
調
査
結

果
を
見
て
、
町
が
判
断
を
し
、

結
果
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
説
明

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
か
ら
質
疑
が
集
中

質
疑（
要
旨
）
一
部
の
み

至 上美生 

新嵐山荘 

嵐山 

たい肥センター 

予定地

▲

候
補
地
の
写
真

左
の
建
物
は
、
た
い
肥
セ
ン
タ
ー
。

候
補
地
は
そ
の
右
側
で
、
写
真
右
下
に

向
か
い
傾
斜
し
て
い
る
。

修
正
案
の
提
出
が

成
立
す
る

修
正
案
の
提
案
理
由
を

説
明
す
る

　

補
正
予
算
に
対
す
る
質
疑
が

終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
中
野
武

彦
委
員
か
ら「
ペ
レ
ッ
ト
工
場

等
用
地
確
定
測
量
調
査
委
託
料
」

７
０
４
万
９
千
円
の
全
額
を
削

除
す
る
修
正
案
の
提
出
の
発
言

が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
賛
同

者
が
２
人（
吉
田
敏
郎
委
員
、

立
川
美
穂
委
員
）い
る
こ
と
か
ら
、

修
正
案
の
提
出
動
議
は
成
立
。

　

中
野
武
彦
委
員
か
ら
修
正
議

案
の
提
出
と
、
提
案
理
由
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

中
野
武
彦
委
員
／
修
正
の
理
由

は
次
の
５
つ
で
す
。
①
今
回
の

測
量
調
査
を
し
な
け
れ
ば
全
体

の
費
用
が
全
く
出
せ
な
い
と
い

う
こ
と
は
な
く
、
お
お
よ
そ
の

修
正
案
に
質
疑
を
行
う

問

寺
町
平
一
委
員
／
所
管
の

常
任
委
員
会
で
し
っ
か
り
調
査

す
べ
き
で
な
か
っ
た
か
。

答

中
野
武
彦
委
員
／
１
週
間

前
に
初
め
て
説
明
さ
れ
、
期
間

が
短
す
ぎ
て
再
調
査
す
る
こ
と

は
難
し
か
っ
た
。

問

正
村
紀
美
子
委
員
／
今
回

の
委
託
業
務
は
、
町
民
の
方
に

納
得
し
て
い
た
だ
く
た
め
正
確

な
数
字
を
出
す
た
め
の
調
査
で
、

町
民
・
議
会
が
正
確
に
理
解
す

る
た
め
の
一
歩
で
は
な
い
か
と

考
え
る
が
。

答

中
野
武
彦
委
員
／
ま
だ
不

透
明
な
点
が
あ
り
、
納
得
で
き

な
い
。

問

正
村
紀
美
子
委
員
／
不
透

明
な
点
は
今
回
の
測
量
で
明
確

に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
。

答

中
野
武
彦
委
員
／
調
査
の

結
果
、
適
さ
な
い
の
で
、
建
設

は
や
め
る
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
話
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
違

う
と
思
う
。
約
７
０
０
万
円
を

使
う
以
上
、
あ
る
程
度
の
全
体

像
、
概
算
額
も
示
す
べ
き
と
考

え
る
。

質
疑（
要
旨
）
一
部
の
み

ど
ち
ら
に
賛
成
な
の
か
、

討
論
さ
れ
る

討
論（
要
旨
）
一
部
の
み

原
案
に
賛
成

修
正
案
に
賛
成

梅
津
伸
子
委
員
／
こ
の
事
業
の

進
展
に
か
か
る
補
正
で
あ
る
こ

と
、
ま
た
基
礎
と
な
る
資
料
を

手
に
入
れ
る
た
め
の
調
査
で
あ

る
こ
と
か
ら
原
案
に
賛
成
。

正
村
紀
美
子
委
員
／
平
成
29
年

度
末
に
、
町
の
総
合
的
な
判
断

を
も
っ
て
こ
の
事
業
の
あ
り
方

を
判
断
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

か
ら
原
案
に
賛
成
。

立
川
美
穂
委
員
／
原
案
に
は
総

体
費
用
の
概
算
等
が
一
切
示
さ

れ
て
い
な
い
、
事
業
実
施
の
財

源
が
不
明
、
総
合
計
画
の
実
行

計
画
お
よ
び
将
来
に
わ
た
る
コ

ス
ト
計
算
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、

現
状
で
は
可
否
を
判
断
で
な
い

こ
と
か
ら
修
正
案
に
賛
成
。

柴
田
正
博
委
員
／
流
木
を
利
用

す
る
こ
と
は
結
構
で
す
が
、
こ

の
事
業
と
は
違
っ
た
も
の
と
思

い
ま
す
。
ま
た
調
査
期
間
が
短

く
、
納
得
で
き
る
よ
う
な
調
査

が
で
き
て
い
な
い
こ
と
か
ら
修

正
案
に
賛
成
。

採
決
の
結
果
、

原
案
が
可
決
さ
れ
る

　

予
算
決
算
特
別
委
員
会
で
の

質
疑
、
討
論
を
経
て
、
採
決
が

行
わ
れ
た
結
果
、
原
案(

町
提

案
の
補
正
予
算)

が
賛
成
多
数

で
可
決
す
べ
き
も
の
と
な
り
ま

し
た
。

修
正
案
に
賛
成
の
委
員

　

５
人
、
少
数
の
た
め
否
決

　
　

柴
田
正
博
委
員

　
　

西
尾
一
則
委
員

　
　

中
野
武
彦
委
員

　
　

吉
田
敏
郎
委
員

　
　

立
川
美
穂
委
員

原
案
に
賛
成
の
委
員

　

７
人
、
多
数
の
た
め
可
決

　
　

梅
津
伸
子
委
員

　
　

常
通
直
人
委
員

　
　

正
村
紀
美
子
委
員

　
　

寺
町
平
一
委
員

　
　

中
村
和
宏
委
員

　
　

早
苗　

豊
委
員

　
　

渡
辺
洋
一
郎
委
員

採
決
の
結
果

建
設
費
等
は
あ
る
程
度
示
し
て

協
議
し
た
上
で
進
め
る
べ
き
。

②
本
来
の
事
業
の
目
的
で
あ
る

農
業
残
渣
物
の
地
産
地
消
と
い

う
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
原

材
料
で
あ
る
小
豆
が
ら
の
収
集

が
難
し
い
と
い
う
理
由
で
町
外

の
流
木
を
集
め
て
行
う
の
は
、

目
的
と
し
て
正
し
い
の
か
疑
問
。

③
流
木
の
安
定
供
給
が
長
期
的

に
可
能
か
ど
う
か
ま
だ
結
論
が

出
て
い
な
い
。
④
予
定
地
は
建

設
に
適
し
て
い
る
と
は
い
え
ず
、

別
の
町
有
地
の
検
討
が
十
分
に

さ
れ
て
い
な
い
。
⑤
農
業
者
へ

の
説
明
、
合
意
形
成
が
十
分
さ

れ
て
い
な
い
。
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平成29年９月定例会議一般質問町政を

問う

七
人
の
議
員
が
登
壇

一
般
質
問

９
月
定
例
会
議
で
７
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

各
議
員
が
思
う
町
政
に
対
す
る
課
題
や
考
え
を
質
疑
し
ま
し
た
。

本
紙
で
は
、
各
議
員
の
質
問
内
容
と
、
町
な
ど
か
ら
の
答
弁
を
お
伝
え
し
ま
す
。

町政を

問う

問

畑
作
・
酪
農
・
畜
産
農
家

が
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
、
持
続

可
能
な
安
定
経
営
が
危
ぶ
ま
れ

る
日
欧
経
済
連
携
協
定（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）

大
枠
合
意
に
つ
い
て
の
町
長
の

見
解
、
影
響
度
合
い
、
そ
の
対

応
策
は
。

答

本
町
農
畜
産
物
の
重
要
品

目
の
中
で
も
、
特
に
酪
農
畜
産

分
野
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る

合
意
内
容
と
認
識
を
し
、
影
響

度
合
い
は
、
現
段
階
で
は
北
海

道
同
様
に
農
畜
産
物
の
中
で
は

豚
肉
お
よ
び
乳
製
品
の
影
響
を

懸
念
し
て
い
ま
す
。

　

対
応
策
は
、
今
ま
で
同
様
、

本
町
に
お
け
る
影
響
の
実
態
を

慎
重
に
分
析
・
検
討
し
、
１
自

治
体
だ
け
で
な
く
関
係
機
関
や

自
治
体
の
広
域
連
携
な
ど
も
強

化
し
、
必
要
に
応
じ
国
に
対
応

策
を
要
望
し
て
い
く
考
え
で
す
。

問

関
係
機
関
等
と
の
連
携
は

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
行
動
を

考
え
て
い
る
の
か
。

答

町
村
会
を
通
し
て
国
に
訴

え
て
い
く
方
法
と
、
都
道
府
県

ご
と
に
声
を
上
げ
て
い
く
方
が

効
果
が
あ
る
場
合
は
北
海
道
の

レ
ベ
ル
で
、
あ
る
い
は
単
位
で
、

一
緒
に
な
っ
て
声
を
上
げ
て
い

き
ま
す
。

日欧経済連携協定（ＥＰＡ）の大枠合意、
芽室町としてその対応策はどう考えるか。
町長／関係機関等、広域連携なども強化し、
　　　必要に応じ国に対応策を要望していきます。

一般質問
を終えて

ＥＰＡによる芽室町における影響試算はできていないようであるが、試算結果に基づきその対応策を求めるべ
きである。／災害復旧は、迅速な対応により、おおむね予定どおり進んでいることに安堵した。

昨年の台風による災害復旧の進捗状況と、
農地復旧をどうするか。

町長／農地復旧、土づくりを徹底していかなければ
　　　いけないと思っています。

９月
定例会議

寺町　平一 議員

問

①
町
が
発
注
し
た
道
路
橋

り
ょ
う
施
設
工
事
お
よ
び
農
業

用
施
設
排
水
路
復
旧
工
事
は
ど

の
程
度
の
進
捗
状
況
か
。

②
国
が
復
旧
工
事
を
し
て
い
る

農
地
は
ど
の
程
度
の
進
捗
状
況

か
。

答

①
道
路
に
つ
い
て
は
、
14

か
所
の
被
害
を
受
け
、
う
ち
13

か
所
は
既
に
工
事
を
終
え
、
残

り
１
か
所
は
工
事
着
手
し
、
８

月
末
現
在
の
進
捗
率
は
約
90
％

以
上
で
、
11
月
末
に
は
工
事
が

完
了
す
る
見
込
み
で
す
。

　

橋
り
ょ
う
は
、
５
か
所
の
被

害
を
受
け
、
う
ち
３
か
所
は
工

事
に
着
手
し
、
残
り
２
か
所
は
、

今
年
度
内
に
全
工
事
が
完
了
す

る
見
込
み
で
す
。

　

農
業
用
施
設
の
用
水
路
は
、

８
か
所
の
被
害
を
受
け
、
う
ち

１
か
所
は
既
に
工
事
を
終
え
、

残
り
７
か
所
は
工
事
に
着
手
し
、

今
年
度
内
に
全
工
事
が
完
了
す

る
見
込
み
で
す
。

　

排
水
路
は
、
15
か
所
の
被
害

を
受
け
、
全
工
事
に
着
手
し
、

今
年
度
内
に
は
全
工
事
が
完
了

す
る
見
込
み
で
す
。

　

②
被
災
し
た
農
地
１
０
８
㌶

の
復
旧
工
事
は
、
道
営
お
よ
び

団
体
営
に
お
い
て
実
施
し
て
お

り
、
帯
広
開
発
建
設
部
の
河
川

事
業
に
よ
る
農
地
の
災
害
復
旧

支
援
を
受
け
、
河
川
掘
削
土
の

搬
入
を
中
心
と
し
た
復
旧
工
事

を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
８
月
末
現
在
で
復
旧

工
事
が
完
了
し
て
い
る
農
地
は

62
㌶
で
、
既
に
60
％
が
完
了
し
、

河
川
掘
削
土
の
搬
入
は
、
来
年

度
を
も
っ
て
全
て
完
了
の
見
込

み
で
す
。

問

農
地
の
復
旧
現
場
を
見
た

が
、
土
砂
を
搬
入
し
た
だ
け
で

農
地
が
回
復
し
た
と
は
言
い
が

た
い
が
、
今
後
、
ど
う
対
策
す

る
の
か
。

答

当
然
そ
の
後
の
土
づ
く
り

を
徹
底
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
土

地
改
良
事
業
に
農
地
耕
作
条
件

改
善
事
業
が
あ
り
、
こ
の
事
業

の
導
入
を
考
え
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
被
災
の
実
態
に
応
じ
た

支
援
策
を
進
め
て
い
く
と
こ
ろ

で
す
。

P.7　寺町　平一 議員
　①�日欧経済連携協定（ＥＰＡ）の大枠合意による
芽室町の畑作酪農畜産農家に与える影響とそ
の対応策

　②昨年の台風10号による災害の復旧の進捗状況

P.8　渡辺洋一郎 議員
　①公営住宅のあり方について

P.9　立川　美穂 議員
　①�本町における物流の実態を把握し、物流を町
の施策に加えるべき

P.10　中野　武彦 議員
　①避難所のあり方について
　②職員提案制度について

P.11　梶澤　幸治 議員
　①コミュニティ・スクールの導入について

P.12　正村紀美子 議員
　①�一部特別な指導を必要とする児童の教育環境
の整備について

　②�住民主体の「つどいの場」の立ち上げ支援につ
いて

　③�出向機関等と町長部局との支出手続きについ
て

P.13　梅津　伸子 議員
　①安心して住み続けられる地域にするために
　②子どもの交通安全対策について
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平成29年９月定例会議一般質問町政を

問う

一般質問
を終えて

芽室町の公営住宅に対する世帯比は他自治体に比べて決して多くありません。公営住宅に住んでいる方に対し
て丁寧な説明と正確な情報提供がされ、安心して住み続けられるよう引き続き取り組んでいきます。

問

①
公
営
住
宅
の
役
割
と
今

後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

②
建
て
替
え
、
個
別
改
善
等
の

実
施
に
際
し
、
町
は
入
居
者
に

ど
の
よ
う
な
対
応
を
す
る
の
か
。

③
第
５
期
総
合
計
画
の
策
定
に

あ
た
り
、
公
営
住
宅
に
関
連
す

る
個
別
計
画
の
策
定
等
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
検
討
し
、
進
め

て
い
く
の
か
。

答

①
役
割
は
、
公
営
住
宅
法

に
基
づ
き
、
住
宅
に
困
窮
す
る

低
額
所
得
者
に
対
し
て
低
廉
な

家
賃
で
賃
貸
し
、
住
民
生
活
の

安
定
と
社
会
福
祉
の
増
進
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
で
あ
る
の
で
、
今
後
も
、
芽

室
町
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計

画
に
基
づ
き
、
適
切
な
維
持
管

理
を
行
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

②
事
前
に
入
居
者
に
対
し
説
明

を
十
分
に
行
い
、
理
解
を
得
な

が
ら
進
め
る
こ
と
を
基
本
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
老
朽
化
し

た
公
営
住
宅
は
、
将
来
的
は
用

途
廃
止
と
し
、
除
却
の
対
象
と

考
え
、
新
規
の
入
居
者
募
集
を

停
止
し
、
現
在
入
居
し
て
い
る

方
が
安
心
し
て
生
活
が
継
続
で

き
る
よ
う
取
り
進
め
て
い
ま
す
。

建て替え計画など、公営住宅に住む住民への説明は
いつ、どのようにされるのか。
町長／事前に入居者に対し説明を十分に行い、
　　　理解を得ながら進めることを基本としています。 渡辺洋一郎議員

中
で
も
修
繕
の
施
し
よ
う
も
な

い
築
年
の
古
い
住
宅
は
、
入
居

者
の
個
別
意
思
を
尊
重
し
な
が

ら
、
住
み
替
え
等
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

③
個
別
計
画
で
あ
る
芽
室
町
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見

直
し
お
よ
び
立
地
適
正
化
計
画

の
策
定
も
、
本
年
度
並
行
し
て

着
手
し
、
住
宅
施
策
関
連
個
別

計
画
で
あ
る
芽
室
町
住
宅
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
お
よ
び

芽
室
町
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化

計
画
の
全
面
的
な
改
定
は
平
成

31
年
度
と
平
成
32
年
度
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
も
平
成
30

年
度
に
策
定
さ
れ
る
第
５
期
総

合
計
画
の
基
本
構
想
を
ベ
ー
ス

に
策
定
す
る
考
え
で
す
。

一般質問
を終えて

慢性的なドライバー不足やＪＲの路線存続問題など「物流にまつわる課題」をどう解決するのかは企業や団体にとっての重要課題と伺っています。畑から工場へ、
工場から消費地へ、いかに効率的に物を運ぶかは、農業が基幹産業の本町にはこれから将来を見据えた戦略的な取り組みが必要になるのではないでしょうか。

公
営
住
宅
に
住
む
住
民
か
ら

建
て
替
え
計
画
な
ど
不
安
の
声
を
聞
く
が
。

町
長
／
全
く
説
明
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

　
　
　
現
在
は
現
状
の
ま
ま
と
い
う
こ
と
で
す
。

問

公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計

画
は
昨
年
見
直
し
が
行
わ
れ
た

が
、
住
民
へ
の
周
知
は
ど
の
よ

う
に
行
っ
た
の
か
。

答

長
寿
命
化
計
画
は
、
言
う

な
れ
ば
行
政
計
画
、
管
理
者
の

計
画
で
す
。
個
別
の
公
営
住
宅

改
修
計
画
な
ど
は
、
団
地
ご
と
、

入
居
者
ご
と
の
説
明
会
な
ど
を

実
施
し
ま
す
が
、
そ
れ
と
は
性

格
が
違
い
ま
す
の
で
、
住
民
個
々

へ
の
説
明
会
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
。

問

公
営
住
宅
に
住
む
住
民
か

ら「
３
年
後
に
は
出
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
ん
で
し
ょ
う

か
」「
家
賃
が
上
が
る
ん
で
し
た

ら
今
の
と
こ
ろ
に
住
ん
で
い
た

い
」と
不
安
の
声
が
た
く
さ
ん

寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
３
年
後

に
ど
の
よ
う
な
計
画
に
な
っ
て

い
る
の
か
と
い
う
情
報
を
早
く
、

正
確
に
伝
え
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
。

答

入
居
さ
れ
て
い
る
方
の
中

で
い
ろ
い
ろ
話
が
流
れ
て
い
く

こ
と
は
あ
る
と
思
い
ま
が
、
町

は
現
実
的
に
個
々
の
公
営
住
宅

の
改
修
計
画
、
建
て
替
え
計
画

な
ど
を
持
っ
て
い
ま
し
た
ら
、

必
ず
早
い
段
階
か
ら
地
域
に
は

説
明
し
て
い
ま
す
。
全
く
説
明

が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
一
応

何
も
な
い
、
現
状
の
ま
ま
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。

「物流」を町のひとつの施策に加えるべきと
考えるが。
町長／物流は農業生産物の物流、製造物の物流、小売業から消費者への物流というように主体間を
　　　つなぐための機能であり、物流そのものが事業目的ではないと考えています。

問

①
今
後
、
本
町
に
お
け
る

物
流
の
実
態
把
握
の
た
め
に
、

町
が
主
体
と
な
り
関
係
団
体
と

の
情
報
共
有
や
諸
課
題
の
受
け

皿
と
な
る
連
絡
会
議
な
ど
の「
場
」

を
設
け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
。

②
今
後
は
鉄
路
、
道
路
、
海
路
、

空
路
な
ど
の
多
様
な
物
流
手
段

の
活
用
方
法
や
、
そ
の
強
靭
化

に
む
け
た
方
策
を
他
自
治
体
と

の
連
携
の
中
で
講
じ
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
。

③
現
在
策
定
中
の
第
５
期
総
合

計
画
に
は「
物
流
」に
関
す
る
施

策
を
盛
り
込
む
べ
き
と
考
え
る

が
。

答

①
現
在
の
と
こ
ろ
、
町
内

企
業
の
物
流
に
関
し
町
単
独
施

策
を
も
っ
て
対
応
す
べ
き
課
題

は
捉
え
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
課

題
が
生
じ
た
場
合
は
、
そ
の
課

題
が
町
の
ど
の
施
策
の
分
野
に

つ
な
が
る
か
を
見
極
め
、
課
題

解
決
す
べ
き
で
す
が
、
会
議
体

を
設
け
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
圏
域
に
お
い
て
官
民
あ
わ
せ

た
情
報
共
有
が
す
で
に
図
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で

新
た
な
連
携
体
制
を
構
築
す
る

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
今
後
本
格
化
す
る
策
定
作
業

の
中
で
、
現
状
の
把
握
と
、
そ

の
分
析
か
ら
判
断
し
ま
す
。

問

担
当
課
な
ど
が
町
内
の
関

係
機
関
と
連
携
を
と
り
な
が
ら

情
報
共
有
を
進
め
る
中
で
、
物

流
に
関
す
る
課
題
等
が
提
起
さ

れ
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
な
か
っ

た
の
か
。

答

物
流
そ
の
も
の
が
大
き
な

課
題
に
な
っ
た
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
な
く
、
民
間
業
者
と
の
話
し

合
い
の
中
で
も
そ
れ
は
あ
り
ま

せ
ん
。

問

物
流
は
経
済
活
動
の
た
め

の
手
段
で
あ
っ
て
、
物
流
そ
の

も
の
が
事
業
目
的
で
は
な
い
と

い
う
答
弁
だ
が
、
生
産
現
場
か

ら
い
か
に
芽
室
町
の
物
を
消
費

地
に
運
ぶ
か
と
い
う
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン（
供
給
連
鎖
）の
観
点

を
持
ち
一
連
の
流
れ
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
も
今
後
、

町
と
し
て
重
要
と
考
え
る
が
。

答

多
様
な
中
で
そ
れ
ぞ
れ
対

応
し
て
考
え
て
い
く
、
そ
う
い

う
物
流
機
能
の
強
化
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
は
当
然
考
え
て
い

ま
す
。
物
流
は
全
く
町
の
仕
事

で
な
い
と
い
う
姿
勢
で
は
な
く

て
、
物
流
に
特
化
す
る
も
の
で

は
な
く
、
事
情
・
状
況
に
応
じ

て
物
流
部
門
に
も
対
応
し
て
い

る
と
い
う
考
え
方
で
す
。

立川　美穂 議員

物
流
は
、
役
場
各
部
署
の
事
務
事
業
の
中
で

広
く
存
在
す
る
と
思
う
が
。

町
長
／
必
要
に
応
じ
て
関
係
部
署
の
連
携
を
と
り

　
　
　
機
能
を
発
揮
し
ま
す
。

問

町
の
各
部
署
で
は
そ
れ
ぞ

れ
商
工
観
光
課
で
企
業
等
と
の

関
わ
り
を
持
つ
取
り
組
み
を
行

う
、
農
林
課
で
は
農
家
の
声
を

聴
く
、
建
設
都
市
整
備
課
で
は

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て
の
声

を
聴
く
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
事
務

事
業
の
中
で
、
物
を
運
ぶ
と
い

う
こ
と
に
関
わ
っ
た
取
り
組
み

と
い
う
も
の
は
な
さ
れ
て
い
る

と
考
え
る
が
、
改
め
て
、
芽
室

町
で
採
れ
た
農
産
物
や
、
工
場

答

物
流
に
関
し
て
各
課
の
連

携
が
必
要
な
場
合
、
役
場
内
部

で
関
係
者
会
議
は
当
然
い
つ
で

も
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ

れ
は
必
要
に
応
じ
て
機
能
を
発

揮
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
民
間
企
業
が
関
わ
る
こ

と
な
の
で
、
町
は
企
業
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
取
り
扱
い
を
し
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

で
作
ら
れ
た
製
品
を
消

費
地
に
運
ぶ「
物
流
」に

つ
い
て
、
特
出
し
て
ひ

と
つ
の
施
策
と
し
て
取

り
組
む
こ
と
も
重
要
と

考
え
る
が
。

　

さ
ら
に
企
業
の
担
当

課
管
理
職
は
、
物
流
業

界
の
実
情
な
ど
の
学
習

は
、
当
然
し
て
も
ら
う

と
考
え
て
い
ま
す
。
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平成29年９月定例会議一般質問町政を

問う

一般質問
を終えて

学校と地域の人々が目標を共有し一体となって子どもたちを育んでいくことは、子どもの豊かな育ちを確保するとともに、
そこにかかわる大人たちの成長も促し、ひいては地域の絆を深め、地域づくりの担い手を育てていくことになります。

一般質問
を終えて

避難所での生活は避難者にしかわからない苦痛があり、病気になってからでは手遅れであることを肝に銘じて
対策に当たるべき。職員提案制度は今後、少しでも提出されることを望みたい。

本町のコミュニティ・スクール※導入に向けた
取り組みはどこまで進んでいるのか。

避難所ごとに避難所運営委員会（仮称）
を設置すべきではないか。

教育長／現在のところ各研修会等への参加、情報収集、
　　　　情報交換等を行っているところです。

町長／現在、避難所運営マニュアル作成に向け
　　　住民の方と意見交換会を実施し、検討を重ねています。

問

①
平
成
29
年
度
教
育
行
政

執
行
方
針
に
お
い
て
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
の
連
携
協
働
体
制

が
構
築
さ
れ
、
地
域
と
と
も
に

あ
る
学
校
運
営
に
参
画
し
、
学

校
と
地
域
が
力
を
合
わ
せ
て
子

供
の
成
長
を
支
援
す
る
仕
組
み

と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
が
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
本
町
と
し
て
も
導
入
に

向
け
た
先
進
導
入
市
町
村
の
事

例
等
の
情
報
収
集
、
研
究
を
進

め
る
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
現

時
点
で
の
進
捗
状
況
を
伺
い
た

い
。

②
今
後
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
導
入
に
向
け
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

答

①
現
在
の
と
こ
ろ
、
各
研

修
会
等
へ
の
参
加
、
情
報
収
集
、

情
報
交
換
等
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
今
後
も
、
参
考
事

例
等
の
情
報
収
集
を
進
め
、
研

修
会
、
説
明
会
等
を
随
時
開
催

し
、
制
度
内
容
等
に
つ
い
て
の

情
報
提
供
・
情
報
交
換
を
行
う

と
と
も
に
、
平
成
30
年
度
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
全

体
像
を
作
成
し
、
学
校
・
地
域

等
と
協
議
を
重
ね
な
が
ら
、
早

い
段
階
で
導
入
で
き
る
よ
う
推

進
し
ま
す
。

問

①
避
難
所
運
営
を
円
滑
に

行
う
た
め
、
自
治
会
や
地
域
内

で
協
力
い
た
だ
け
る
団
体
等
の

代
表
者
で
構
成
さ
れ
た（
仮
称
）

避
難
所
運
営
委
員
会
を
設
置
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

②
避
難
所
を
適
切
に
運
営
す
る

た
め
の
避
難
所
リ
ー
ダ
ー
の
確

保
と
育
成
が
不
可
欠
で
は
な
い

か
。

③
避
難
所
で
は
心
の
傷
や
病
を

軽
減
す
る
ケ
ア
が
必
要
と
考
え

る
が
、
そ
の
対
策
は
。

答

①
現
在
、
自
主
防
災
組
織

を
設
立
し
て
い
る
町
内
会
、
福

祉
関
係
団
体
、
昨
年
避
難
所
の

開
設
に
関
わ
っ
た
職
員
で
、
避

難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
に

向
け
た
意
見
交
換
会
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
避
難
所
運
営
委
員

会
の
設
立
の
意
見
も
あ
り
、
現

在
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

②
地
域
防
災
マ
ス
タ
ー
認
定
研

修
会
の
町
民
の
受
講
の
推
進
や
、

研
修
会
の
開
催
、
避
難
所
運
営

ゲ
ー
ム
な
ど
を
実
施
し
、
リ
ー

ダ
ー
育
成
、
地
域
防
災
力
の
一

層
の
強
化
を
し
た
い
で
す
。

③
保
健
師
な
ど
専
門
的
知
識
を

持
つ
人
材
を
避
難
所
へ
派
遣
し
、

心
の
ケ
ア
に
努
め
ま
す
。

問

地
域
の
人
は
地
域
で
守
る

と
い
う
観
点
か
ら
、
避
難
所
運

②
学
校
と
地
域
が
こ
れ
ま
で
培

っ
て
き
た
関
係
を
大
切
に
し
、

本
町
に
ふ
さ
わ
し
い
形
で
学
校

や
地
域
が
、
な
る
べ
く
負
担
感

な
く
運
営
で
き
る
よ
う
、
学
校
、

地
域
や
関
係
者
と
の
協
議
を
重

ね
、
理
解
を
得
な
が
ら
、
導
入

で
き
る
学
校
か
ら
進
め
て
い
き

ま
す
。

問

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

に
お
け
る
、
教
育
長
を
対
象
に

し
た
研
修
会
は
行
わ
れ
た
が
、

委
員
会
、
関
係
機
関
に
お
け
る

情
報
交
換
・
情
報
収
集
は
ど
の

よ
う
に
進
め
ら
れ
て
い
る
か
。

答

全
国
の
教
育
長
会
議
で
の

冊
子
や
資
料
等
が
届
い
て
お
り
、

こ
れ
は
教
育
委
員
に
も
情
報
提

供
し
、
学
校
教
育
全
体
の
中
で

情
報
共
有
し
て
い
ま
す
。
ま
た

教
育
委
員
の
全
道
研
修
会
等
で

の
、
道
の
教
育
長
か
ら
の
挨
拶
、

文
科
省
か
ら
来
て
い
る
方
の
講

演
会
な
ど
で
説
明
は
さ
れ
て
い

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

は
、
学
校
と
保
護
者
や
地
域
の

皆
さ
ん
が
と
も
に
知
恵
を
出
し

合
い
、
一
緒
に
協
働
し
な
が
ら

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
成
長
を

支
え
て
い
く「
地
域
と
と
も
に

あ
る
学
校
づ
く
り
」を
進
め
る

仕
組
み
で
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

に
は
保
護
者
や
地
域
住
民
な
ど

か
ら
構
成
さ
れ
る
学
校
運
営
協

議
会
が
設
け
ら
れ
、
学
校
運
営

の
基
本
方
針
を
承
認
し
た
り
、

教
育
活
動
な
ど
に
つ
い
て
意
見

を
述
べ
る
と
い
っ
た
取
り
組
み

が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、

保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
学
校
運
営
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

梶澤　幸治 議員

学
校
と
地
域
と
家
庭
、
地
域
社
会
が

一
体
と
な
っ
た
組
織
設
立
が
急
務
で
す
。

教
育
長
／
既
存
の
学
校
運
営
協
議
会
委
員
会
を

　
　
　
　
ベ
ー
ス
に
議
論
を
進
め
ま
す
。

問

平
成
30
年
度
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
全
体
像
を

作
成
と
明
言
さ
れ
て
い
る
が
、

導
入
さ
れ
た
ど
こ
の
市
町
村
の

事
例
を
み
て
も
、
設
置
検
討
委

員
会
の
設
立
か
ら
導
入
ま
で
、

２
年
ほ
ど
か
け
て
い
る
。
直
ち

に
、
教
育
委
員
会
内
の
み
で
進

め
る
の
で
な
く
、
学
校
・
地
域
・

家
庭
が
一
体
と
な
り
、
こ
れ
か

ら
の
地
域
の
学
校
と
し
て
の
運

営
を
含
め
た
、
将
来
像
を
熟
議

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

答

実
際
に
は
１
年
あ
れ
ば
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
導
入

が
で
き
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
に
全
体
像
を
作
成
す

る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り

早
け
れ
ば
平
成
31
年
の
４
月
に

は
町
内
の
で
き
る
学
校
が
あ
れ

ば
、
導
入
し
た
い
と
い
う
大
枠

の
構
想
は
持
っ
て
い
ま
す
。

用
語
解
説

営
委
員
会
が
あ
る
の
と
、
な
い

の
と
で
は
、
避
難
時
に
か
な
り

の
差
が
出
る
と
考
え
る
が
、
町

の
見
解
は
。

答

災
害
に
対
す
る
地
域
に
よ

る
温
度
差
、
こ
れ
は
な
か
な
か

消
え
な
い
と
思
い
ま
す
。
行
政

と
し
て
は
、
地
域
力
と
い
う
も

の
を
ど
れ
だ
け
し
っ
か
り
と
取

り
入
れ
ら
れ
る
か
、
一
番
重
視

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ

ろ
う
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問

町
独
自
に
、
避
難
所
の
リ

ー
ダ
ー
を
た
く
さ
ん
任
命
し
て

い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え

る
が
。

答

町
は
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
地
域
の
自
主
活
動
の
中
で

自
発
的
な
リ
ー
ダ
ー
が
で
き
な

い
か
、
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に

置
い
て
、
そ
の
実
現
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

役場内組織の風通しが、
少し悪くなってはないだろうか。

町長／職員間の風通し良くなって、
　　　コミュニケーションがとりやすくなっています。

問

①
近
年
の
職
員
提
案
制
度

に
よ
る
提
案
件
数
は
何
件
か
。

②
現
時
点
で
の
課
題
、
今
後
の

対
策
は
ど
う
考
え
る
か
。

答

①
近
年
の
実
績
は
あ
り
ま

せ
ん
。
平
成
21
年
度
に
３
件
、

19
年
度
に
１
件
、
18
年
度
に
４

件
で
、
採
用
件
数
は
18
年
度
に

１
件
で
す
。

②
こ
の
制
度
の
当
初
の
趣
旨
が

日
常
業
務
の
中
に
浸
透
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
職
員
研
修
全
体

の
中
で
研
修
を
し
て
い
く
こ
と

が
現
時
点
で
の
課
題
で
あ
り
、

今
後
の
対
策
で
す
。　

問

一
般
論
と
し
て
、
近
年
実

績
が
あ
ま
り
な
い
の
は
、
組
織

的
な
課
題
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
風
通
し
が
少
し
悪
く
な
っ

て
い
な
い
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
少
し
問
題
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

答

風
通
し
良
く
な
っ
て
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
や
す

く
な
っ
た
か
ら
、
個
別
活
動
を

し
な
く
て
も
政
策
提
案
や
行
政

へ
の
参
画
意
識
は
ど
ん
ど
ん
持

て
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問

そ
の
手
続
き
が
煩
雑
で
あ

っ
た
り
し
な
い
の
か
。

答

手
続
き
と
い
う
の
は
極
め

て
簡
単
で
す
。
町
で
導
入
し
て

い
る
こ
の
制
度
で
、
手
続
き
論

の
問
題
を
職
員
か
ら
指
摘
さ
れ

た
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

中野　武彦 議員

ま
す
の
で
、

教
育
委
員
に

お
い
て
も
一

連
の
情
報
提

供
は
さ
れ
て

い
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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平成29年９月定例会議一般質問町政を

問う

問

①
新
総
合
事
業
導
入
後
の

介
護
保
険
事
業
に
お
け
る
現
状

と
課
題
を
ど
う
認
識
し
て
い
る

か
。

②
国
が
来
年
度
か
ら
始
ま
る
第

７
期
介
護
保
険
事
業
に
お
い
て
、

第
６
期
に
続
き
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
へ
の
さ
ら
な
る
負
担
増
を
決

定
し
た
こ
と
に
関
す
る
町
長
の

見
解
は
。

③
町
が
行
う
総
合
事
業
に
は
、

国
に
よ
っ
て
上
限
額
が
設
定
さ

れ
て
い
る
が
、
不
足
す
る
場
合

は
ど
う
す
る
の
か
。

④
介
護
に
関
わ
る
人
材
不
足
と

確
保
の
た
め
の
対
策
と
決
意
は
。

答

①
当
事
者
、
家
族
へ
の
丁

寧
な
説
明
を
心
掛
け
、
認
定
審

査
判
定
と
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に

よ
る
評
価
を
併
用
し
、
サ
ー
ビ

ス
減
な
ど
の
不
利
益
が
生
じ
な

い
よ
う
対
応
し
て
い
ま
す
。
新

総
合
事
業
の
実
利
用
者
は
１
年

６
か
月
で
67
人
で
す
。
課
題
と

し
て
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
し

て
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
全
国
的

な
課
題
で
も
あ
る
多
様
な
サ
ー

ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
導
入
の
検
討
が

必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

②
国
に
よ
る
制
度
改
正
は
保
険

介護保険制度、新総合事業導入による、
要支援１・２の方へどのような対応をされたのか。
町長／当事者、家族への丁寧な説明を心掛け、
　　　サービス減などの不利益が生じないよう対応しています。 梅津　伸子議員

一般質問
を終えて

「制度の持続可能」を理由に、国は介護保険制度を次々改定。今、第７期に向けさらなる改定作業が進行中です。
必要とする人が必要なサービスを受けられるよう、今後も求めていきます。

一般質問
を終えて

モデル的事業は、地域間格差が生じることのないよう取り組む必要があります。職員の出張は、税金によって
賄われています。法令順守の徹底を求めます。

認知症の方への支援
町はどう考えているのか。

町長／医師、看護師、保健師などチームで
　　　課題解決にあたっています。

制
度
の
持
続
可
能
性
を
確
保
す

る
た
め
に
必
要
な
改
正
で
あ
り

ま
す
。
利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
利

用
が
手
控
え
す
る
こ
と
の
な
い

制
度
改
正
を
望
む
と
と
も
に
、

町
は
相
談
・
支
援
体
制
や
、
医

療
・
介
護
連
携
の
強
化
な
ど
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化

に
努
め
ま
す
。

③
上
限
額
の
超
過
が
予
測
さ
れ

た
場
合
は
、
事
業
の
見
直
し
な

ど
想
定
さ
れ
ま
す
が
、
今
後
の

制
度
改
正
で
ど
う
な
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
新
総
合
事
業
に
よ

り
介
護
予
防
や
地
域
の
支
え
合

い
施
策
を
積
極
的
に
進
め
、
将

来
の
要
介
護
者
の
出
現
、
利
用

す
る
サ
ー
ビ
ス
の
量
を
抑
制
す

る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

④
本
町
に
お
い
て
も
事
業
者
が

厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
を
確

認
し
て
い
ま
す
。
対
策
と
し
て

は
、
現
在
策
定
中
の
第
７
期
介

護
保
険
事
業
計
画
の
基
本
目
標

（
案
）に「
介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤

の
充
実
に
伴
う
介
護
人
材
の
育

成
、
確
保
支
援
」を
明
記
し
一

問

平
成
28
年
度
時
点
で
町
内

に
65
歳
以
上
の
方
で
６
３
９
人

の
認
知
症
の
方
が
い
て
、
今
後

ま
す
ま
す
増
え
る
と
思
わ
れ
る
。

国
が
認
知
症
初
期
集
中
支
援
を

作
り
な
さ
い
と
言
っ
て
い
る
中
、

本
町
の
平
成
28
年
度
の
実
績
を

み
る
と
、
保
健
福
祉
課
の
認
知

症
地
域
支
援
推
進
員
、
保
健
師

が
２
人
に
対
し
、
６
３
９
人
の

認
知
症
の
方
、
さ
ら
に
軽
度
障

害
、
認
知
障
害
の
方
が
大
勢
い

る
状
況
で
、
増
や
す
必
要
は
な

い
の
か
。

答

認
知
症
対
策
は
、
当
然
保

健
師
だ
け
で
で
き
る
も
の
で
は

な
く
、
町
の
対
応
で
は
医
師
、

看
護
師
、
保
健
師
も
い
る
中
で

対
応
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

支
援
推
進
員
は
２
人
で
す
が
、

こ
の
２
人
だ
け
で
全
部
完
結
主

義
で
や
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

チ
ー
ム
と
し
て
対
応
し
て
い
ま

す
。

問

介
護
職
の
人
材
不
足
は
、

質
の
高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
た
め
に
は
課
題
で
あ
る
。

介
護
職
は
、
待
遇
が
良
く
な
い
、

勤
務
が
重
い
等
の
理
由
に
よ
る

慢
性
的
な
人
材
不
足
で
あ
る
。

こ
の
現
状
を
町
と
し
て
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

答

人
材
不
足
に
つ
い
て
は
町

内
介
護
事
業
者
と
の
間
で
す
で

に
話
し
合
い
を
し
て
い
ま
す
。

処
遇
改
善
と
い
う
の
は
非
常
に

大
き
な
問
題
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
地
方
の
声
を
受
け
国
も
法

律
改
正
し
ま
し
た
。
町
と
し
て

も
一
歩
ず
つ
や
っ
て
い
る
つ
も

り
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
介
護
職

の
処
遇
改
善
等
は
十
分
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

小学校における特別な指導を必要とする児童の
教育環境は、町内等しく整備せよ。
教育長／芽室小学校以外は通級指導教室を設置していませんが、
　　　　各学校でよりよい教育環境を提供するよう努めています。 正村紀美子 議員

問

①
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

推
進
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

②
一
部
特
別
な
指
導
を
必
要
と

す
る
児
童
の
教
育
環
境
は
、
学

校
間
で
等
し
く
整
備
さ
れ
て
い

る
の
か
。

③
町
内
全
て
の
小
学
校
に
通
級

指
導
教
室
を
設
置
す
る
考
え
は

あ
る
か
。

答

①
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

は
、
障
が
い
の
あ
る
児
童
と
障

が
い
の
な
い
児
童
が
で
き
る
限

り
共
に
学
ぶ
仕
組
み
で
す
。
こ

う
し
た
理
念
を
踏
ま
え
、
今
後

も
特
別
支
援
教
育
の
充
実
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

②
芽
室
小
学
校
で
は
、
通
常
学

級
に
在
籍
し
な
が
ら
児
童
の
状

態
に
応
じ
た
特
別
な
指
導
を
行

な
う
通
級
指
導
教
室
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
ほ
か
の
小
学
校
で

も
、
特
別
な
配
慮
や
支
援
を
必

要
と
す
る
児
童
は
い
ま
す
が
、

複
数
教
員
に
よ
る
チ
ー
ム
テ
ィ

ー
チ
ン
グ
や
教
育
活
動
指
導
助

手
等
を
配
置
し
、学
校
の
実
態
に

応
じ
た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

③
現
段
階
で
は
、
通
級
指
導
教

室
を
す
べ
て
の
小
学
校
に
配
置

す
る
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

問

学
校
区
に
よ
っ
て
教
育
支

問

①
住
民
主
体
の「
つ
ど
い

の
場
」づ
く
り
は
現
状
の
支
援

で
十
分
で
あ
る
か
。

②
さ
ら
に
地
域
に
広
げ
て
い
く

た
め
の
方
策
は
ど
の
よ
う
か
。

答

①「
つ
ど
い
の
場
」づ
く
り

は
、
高
齢
者
支
援
活
動
推
進
事

業
と
し
て
平
成
28
年
度
か
ら
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
登
録
団
体

は
、
平
成
29
年
８
月
末
で
18
団

体
で
、
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
支

え
る
体
制
を
つ
く
る
た
め
、
活

動
の
自
主
性
を
尊
重
し
た
支
援

を
今
後
も
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

②
現
在
活
動
す
る「
つ
ど
い
の
場
」

へ
の
支
援
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
新
た
な
住
民
主
体
の
活
動

の
立
ち
上
げ
に
向
け
、
普
及
啓

発
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

出向機関等の出張に係る支出負担行為について、
その対策をどう考えているか。

町長／今後は出張命令伺を添付し、出納機関での
　　　確認を徹底していきます。

援
の
格
差
が
生
ま
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
計
画
的
な
展
開
が

必
要
で
は
な
い
の
か
。

答

各
学
校
の
状
況
等
を
分
析

し
、
教
育
委
員
会
で
十
分
議
論

を
し
て
い
き
ま
す
。

住
民
主
体
の「
つ
ど
い
の
場
」を
全
町
的
に

広
げ
て
い
く
た
め
の
方
策
は
。

町
長
／
町
民
の
皆
さ
ん
の
自
主
的
な
力
を
引
き
出
す
よ
う
な
普
及
、

　
　
　
啓
発
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

①
会
計
管
理
者
は
、
出
向

機
関
等
の
各
事
務
局
長
の
旅
費

に
係
る
支
出
負
担
行
為
の
確
認

を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の

か
。

②
会
計
管
理
者
は
必
要
な
書
類

の
確
認
を
確
実
に
行
な
う
よ
う

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

答

①
町
長
部
局
の
課
長
職
の

出
張
に
係
る
支
出
負
担
行
為
は
、

電
子
シ
ス
テ
ム
か
ら
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
議
会
議

長
、
代
表
監
査
委
員
、
選
挙
管

理
委
員
長
お
よ
び
農
業
委
員
会

長
は
電
子
シ
ス
テ
ム
に
含
ま
れ

て
い
な
い
た
め
、
現
状
で
は
各

事
務
局
長
が
自
ら
の
出
張
命
令

を
確
認
し
て
い
ま
す
。

②
今
後
は
紙
ベ
ー
ス
で
の
出
張

命
令
伺
を
支
出
負
担
行
為
票
に

添
付
し
、
出
納
機
関
で
の
確
認

を
徹
底
し
ま
す
。

層
具
体
的

な
実
施
内

容
を
検
討

し
ま
す
。
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議会
改革

意　見
交換会

審議した議案と各議員の賛否／議会白書／研修レポート／議会改革／意見交換会

　

10
月
６
日
、

今
年
度
１
回
目

と
な
る
議
会
改

革
審
諮
問
会
議

を
開
催
し
ま
し

た
。
今
回
は
委

員
改
選
に
伴
い

　

10
月
７
日
、
本
町
議
会
サ
ポ
ー
タ

ー
山
崎
幹
根
教
授（
北
海
道
大
学
大

学
院
法
学
研
究
科
教
授
）の
ゼ
ミ
生

12
人
が
来
庁
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
行
の
ゼ
ミ
研
修
の
一
環
と
し
て
、

「
芽
室
町
議
会
の
議
会
改
革
の
取
り

組
み
」に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　

早
苗
議
会
運
営
委
員
長
か
ら
、
本

町
の
議
会
改
革
に
つ
い
て
の
説
明
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
ゼ
ミ

生
か
ら
質
問
を
受
け
ま
し
た
。

　
「
議
会
だ
よ
り
を
毎
月
発
行
し
て

い
る
が
、
ど
れ
く
ら
い
の
町
民
が
読

ん
で
い
る
の
か
」「
議
員
の
資
質
向
上

が
ベ
ー
ス
に
あ
っ
て
議
会
改
革
が
進

む
と
思
う
が
、
芽
室
町
議
会
議
員
の

　

本
町
議
会
サ
ポ
ー
タ
山
崎
教
授
に

よ
る
議
会
議
員
と
役
場
職
員
の
合
同

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
で
は
現
在
、
町
の
最
上
位
計

画
で
あ
る「
総
合
計
画
」の
見
直
し
を

行
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
タ
イ
ム

リ
ー
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

研
修
の
前
段
で
は
地
方
創
生
総
合

戦
略
に
触
れ
、
自
治
体
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
の
結
果
か
ら
見
え
た
現
実

を
解
説
い
た
だ
き
、
参
加
議
員
か
ら

は「
町
税
全
体
が
減
少
す
る
中
で
小

規
模
自
治
体
は
し
た
た
か
な
戦
略
を

も
っ
て
経
営
に
あ
た
っ
て
い
く
こ
と

が
必
要
だ
と
強
く
感
じ
た
」な
ど
感

想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
総
合
計
画
に
関
し
て
は
、
今

後
の
課
題
と
し
て「
３
つ
の
視
点
」①

計
画
目
標
設
定
の
改
善
、
②
住
民
と

の
合
意
形
成
、
③
体
制
整
備
と
人
材

養
成
を
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

総
合
計
画
、
地
方
創
生
総
合
戦
略

は
、
行
政
運
営
に
と
っ
て
最
重
要
事

項
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
議
会
議
員
と

役
場
職
員
が
共
通
認
識
を
持
て
た
こ

と
は
大
き
な
成
果
で
し
た
。

さ
ら
な
る
議
会
改
革
を

諮
問
委
員
に
諮
問

商
工
会
青
年
部
と

意
見
交
換

議
会
改
革
、
歩
み
は
止
め
な
い

10
月
５
日

総
合
計
画
と
地
方
創
生

北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科　

法
学
部
教
授　

山
崎　

幹
根
氏

北
大
法
学
部
ゼ
ミ
生

　
　
　
×

芽
室
町
議
会
議
員

資
質
は
ど
う

感
じ
る
か
」

な
ど
率
直
な

質
問
が
で
ま

し
た
。

研修
レポート

※広瀬重雄議長は採決には加わりません。

種　
　

類

議　員　名

議　案　名

渡
辺
洋
一
郎

梶
澤　

幸
治

立
川　

美
穂

早
苗　
　

豊

中
村　

和
宏

寺
町　

平
一

正
村
紀
美
子

吉
田　

敏
郎

中
野　

武
彦

常
通　

直
人

梅
津　

伸
子

西
尾　

一
則

髙
橋　
　

源

柴
田　

正
博

審
査
結
果

議　

決　

日

行政報告 行政報告 採決なし

10/20

陳　　情「全国規模の総合的なアイヌ政策の根拠となる新たな法律の早期制定を求める意見書」の提出を求める陳情 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 採　　択

報　　告 専決処分について報告の件（平成29年度芽室町一般会計補正予算（第
７号）） 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 受　　理

報　　告 専決処分について報告の件（平成29年度芽室町一般会計補正予算（第
８号）） 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 受　　理

議　　案 財産取得の件（圧雪車購入） 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決
議　　案 芽室中学校体育館改修工事（建築主体）請負変更契約締結の件 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決
議　　案 平成29年度芽室町一般会計補正予算（第９号） 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決
議　　案 平成29年度芽室町公共下水道特別会計補正予算（第２号） 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

会 議 案 全国規模の総合的なアイヌ政策の根拠となる新たな法律の早期制定
を求める意見書提出の件 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

審議した議案と各議員の賛否 10月臨時会議

子
ど
も
た
ち
が
喜
ぶ
な
ら

イ
ベ
ン
ト
も
続
け
た
い

　

10
月
18
日
、
総
務
経
済

常
任
委
員
会
は
商
工
会
青

年
部
会
員
と
、
商
工
業
振

興
、
観
光
振
興
に
関
し
て

何
か
対
策
を
し
な
け
れ
ば
、
若
い
人

た
ち
が
商
売
を
や
ろ
う
と
は
思
わ
な

い
の
で
は
。
手
遅
れ
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
危
機
感
を
持
っ
て
い

る
。

新
嵐
山
を
ど
う
活
用
し
て
い
く
か
と

い
う
こ
と
だ
と
思
う
が
、
ラ
イ
バ
ル

を
探
す
こ
と
が
大
事
。
ラ
イ
バ
ル
は

ど
こ
か
と
考
え
る
と
千
年
の
森
で
は
。

イ
ベ
ン
ト
は
一
過
性
だ
と
分
か
っ
て

い
て
や
っ
て
い
る
が
、
子
ど
も
た
ち

が
喜
ん
で
く
れ
る
な
ら
、
こ
れ
か
ら

も
続
け
て
い
き
た
い
。

平成29年10月分　延べ15時間１分活動しました！議会白書
▲

い
た
だ
い
た
意
見（
一
部
の
み
）

会　議　名
日　　時 休憩

時間
実質
時間

議　　件
傍聴
人数

ネット中継
アクセス数会議時間

本 会 議 １０月臨時会議
１０月２０日

３:５３ ０:３５

・�「全国規模の総合的なアイヌ政策の根拠となる新た
な法律の早期制定を求める意見書」の提出を求める
陳情

・財産取得の件（圧雪車購入）　他

３ （１７6）
９:３０～１３:５８

全 員 協 議 会 第５回
１０月５日

０:００ ０:４４ ・高校生との意見交換会について
・平成３０年度議会費実行計画について　他 ０ （７）

１４:３０～１５:１４

常 任 委 員 会

総務
経済

第１９回
１０月１３日

０:０２ １:４５ ・平成２９年度除雪計画について
・芽室町農業廃棄物エネルギー化促進事業について　他 ４ （３９）

１１:０５～１２:５２

第２０回
１０月２４日

０:２２ ２:０６ ・平成２８年度指定管理者評価結果について
・地域集会施設再設備計画（案）について　他 １ （７３）

９:３０～１１:５８

厚生
文教

第１４回
１０月３日

０:１４ １:２４

・�「全国規模の総合的なアイヌ政策の根拠となる新た
な法律の早期制定を求める意見書」の提出を求める
陳情について

・公立芽室病院の診療体制について　他

２ （６５）
１３:３０～１５:０８

第１５回
１０月５日

０:１２ ０:１５
・�「全国規模の総合的なアイヌ政策の根拠となる新た
な法律の早期制定を求める意見書」の提出を求める
陳情について

０ （７）
１３:００～１３:２７

第１６回
１０月１３日

０:００ ０:１９ ・�芽室中学校体育館改修工事（建築主体）請負変更契約
について １ （３９）

１３:００～１３:１９

第１７回
１０月２０日

０:０５ １:１２ ・�第５期芽室町障がい者福祉計画及び第１期芽室町障
がい児福祉計画の策定について　他 ２ （１７6）

１４:１５～１６:３２

第１８回
１０月２４日

０:０２ ０:４７ ・平成２８年度指定管理者評価結果について １ （７３）
１３:３０～１４:１９

議 会 運 営 委 員 会
第１４回

１０月３日
０:００ ０:３３ ・議会だより１０月号について

・議会だより１１月号の編集企画について　他 ０ （６５）
９:３０～１０:０３

第１５回
１０月１３日

０:２５ １:００ ・�平成２９年芽室町議会定例会１０月臨時会議の運営につ
いて　他 １ （３９）

９:３０～１０:５５

予 算 決 算 特 別 委 員 会 第８回
１０月２０日

１:２９ ２:２１ ・平成２９年度芽室町一般会計補正予算（第６号）　他 ３ （１７6）
１０:０２～１３:５２

合　計 １９:４５ ６:４４ １３:０１ 計１８ 平均３０

芽 室 町 商 工 会 青 年 部 と
総 務 経 済 常 任 委 員 会 と の
意 見 交 換 会

１０月１８日
０ ２:００ ・地域資源を活用した観光の振興

・農村地域公共交通手段　他 ー ー
１９:００～２１:００

小　計 ２:００ ０:００ ２:００ ー ー
合　計 ２１:５５ ６:５４ １５:０１ 計１８ 平均３０

（　）　同一日に複数の会議が中継された場合は各会議の合計アクセス数を表示

５
人
の
委
員
の
う
ち
、
３
人
の
委
員
が

新
た
に
任
命
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
議
会
が
諮
問
す
る
事
項
は
、

次
の
２
点
で
す
。

①
住
民
か
ら
見
た

�

「
住
民
参
加
」の
あ
り
方

②
住
民
か
ら
見
え
る

�

「
議
会
活
動
の
評
価
」

　

２
つ
の
諮
問
事
項
は
、
現
在
議
会
が

実
施
し
て
い
る
活
動
で
す
が
、
住
民
に

と
っ
て
分
か
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
の

か
、
適
正
・
公
正
な
の
か
を
住
民
の
目

線
で
見
直
す
も
の
で
す
。

（
委
員
長
）
太
田　

寛
孝
さ
ん

（
副
委
員
長
）
川
合　

拓
男
さ
ん

（
委　
　

員
）
小
山　

智
幸
さ
ん

　
　
　
　
　
　

馬
場　
　

繁
さ
ん

　
　
　
　
　
　

牛
嶋
あ
す
み
さ
ん

意
見
交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
意
見
は
、
政
策
提
案
に

つ
な
げ
て
い
く
考
え
で
す
。
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16友だちになってね!!
＠memuro-gikai2014

芽室町議会の概要を紹介

▲

スマートフォンサイトを見る

スマートフォンサイト
公式 facebook ページ
http://www.facebook.com/memuro.gikai

公式 Twitterアカウント
@memuro_gikai

編
集

後
記

■
議
会
と
し
て
町
民
の
皆
さ

ま
と
の
対
話
を
重
視
し
て
議

会
運
営
や
政
策
立
案
等
を
進

め
て
い
ま
す
。
対
話
の
手
法

は
、
議
会
か
ら
の
呼
び
か
け

だ
け
で
は
な
く
、
皆
様
か
ら

の
ア
イ
デ
ア
も
お
寄
せ
い
た中野　武彦

だ
け
れ
ば

と
思
い
ま

す
。

立川　美穂

■
ビ
ー
ト
の
収
穫
が
始
ま
り

製
糖
工
場
も
忙
し
そ
う
。
外

に
出
る
と
ほ
ん
の
り
漂
う
甘

い
ビ
ー
ト
の
香
り
は
芽
室
の

風
物
詩
で
す
ね
。さ
て
、今
号

を
持
っ
て
私
た
ち
が
担
当
す

る
編
集
後
記
は
お
し
ま
い
で

す
。
半
年
間
お
読
み
い
た
だ

き
あ
り
が

と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

渡辺洋一郎

■
暑
い
暑
い
と
言
っ
て
い
る

う
ち
に
、
山
は
白
く
な
り
、

ス
ト
ー
ブ
の
お
世
話
に
な
る

季
節
に
な
り
ま
し
た
。
11
月

か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
や
高

校
生
と
の
意
見
交
換
会
が
始

ま
り
ま
す
。
皆
さ
ん
と
意
見

交
換
で
き
る
の
を
楽
し
み
に

し
て
お
り

ま
す
。

表紙写真 
　表紙は芽室南公園で遊んでい

た沼田倖四郎（こうしろう）くん、

健吾（けんご）くん、道下心春（こ

はる）ちゃん、相澤可菜美（かな

み）ちゃんです。公園のカシワ

の木の下にはどんぐりと落ち葉

がたくさん。倖四郎くんが、手

のひらいっぱいのどんぐりを見

せてくれました。

総
務
経
済
常
任
委
員
会

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

開
催
日　

10
月
13
日（
金
）

調
査
内
容

　

①
平
成
29
年
度
除
雪
計
画

　

②�

芽
室
町
農
業
廃
棄
物
エ
ネ

ル
ギ
ー
化
促
進
事
業

　

③
て
ん
菜
作
付
奨
励
策

　

④
団
体
と
の
意
見
交
換
会

主
な
調
査
概
要

　

�

②
に
つ
い
て
、
農
業
残
渣
物

を
使
っ
た
ペ
レ
ッ
ト
事
業
で
、

今
後
は
流
木
を
原
材
料
と
し

て
使
う
た
め
、
流
木
を
ス
ト

ッ
ク
す
る
場
所
の
測
量
調
査

費
を
補
正
予
算
に
計
上
す
る

と
の
こ
と
。
将
来
的
に
は
工

場
建
設
も
視
野
に
入
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
現

時
点
で
そ
の
方
向
性
へ
不
明

確
で
、
今
回
の
測
量
調
査
等

を
踏
ま
え
、
将
来
の
計
画
を

説
明
す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

委
員
の
髙
橋
で
す
。

委
員
の
柴
田
で
す
。

開
催
日　

10
月
24
日（
火
）

調
査
内
容

　

①�

平
成
29
年
度
上
半
期
建
設

工
事
実
施
報
告

　

②�

平
成
28
年
度
指
定
管
理
者

評
価
結
果

　

③�

地
域
集
会
施
設
再
整
備
計

画（
案
）

　

④�

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
策
定
進
捗
状
況

　

⑤�

ミ
サ
イ
ル
発
射
情
報
の
住

民
周
知

主
な
調
査
概
要

　

�
④
に
つ
い
て
、
避
難
所
運
営

に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
原

案
が
で
き
た
と
の
こ
と
。
今

後
町
民
か
ら
の
意
見
を
踏
ま

え
、
年
度
末
ま
で
に
完
成
版

を
作
成
す
る
予
定
。
完
成
後

は
全
住
民
に
周
知
徹
底
を
図

る
と
の
こ
と
。

開
催
日　

10
月
３
日（
火
）

審
査
内
容

　

①�「
全
国
規
模
の
総
合
的
な

ア
イ
ヌ
政
策
の
根
拠
と
な

る
新
た
な
法
律
の
早
期
制

定
を
求
め
る
意
見
書
」の

提
出
を
求
め
る
陳
情

調
査
内
容

　

①�

公
立
芽
室
病
院
の
診
療
体

制

　

②�

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

推
進
事
業

　

③�

９
月
定
例
会
議
の
振
り
返

り

主
な
調
査
概
要

　

�

②
に
つ
い
て
、
再
調
査
事
項

で
、
前
回
の
委
員
会
調
査
の

意
見
等
を
踏
ま
え
、
対
応
策

を
説
明
、
質
疑
を
し
た
。
今

後
も
継
続
調
査
を
す
る
。

開
催
日　

10
月
５
日（
木
）

審
査
内
容

　

①�「
全
国
規
模
の
総
合
的
な

ア
イ
ヌ
政
策
の
根
拠
と
な

る
新
た
な
法
律
の
早
期
制

定
を
求
め
る
意
見
書
」の

提
出
を
求
め
る
陳
情

開
催
日　

10
月
13
日（
金
）

調
査
内
容

　

①�

芽
室
中
学
校
体
育
館
改
修

工
事（
建
築
主
体
）請
負
変

更
契
約

10月 の常任委員会報告

主
な
調
査
概
要

　

�

①
に
つ
い
て
、
屋
根
お
よ
び

床
下
工
事
等
で
、
工
事
を
進

め
る
中
で
工
事
内
容
と
工
事

金
額
に
変
更
が
生
じ
た
と
の

こ
と
。
工
期
の
変
更
は
な
い

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

開
催
日
時　

10
月
20
日（
金
）

調
査
内
容

　

①�

第
５
期
芽
室
町
障
が
い
者

福
祉
計
画
及
び
第
１
期
芽

室
町
障
が
い
児
福
祉
計
画

の
策
定

　

②�

平
成
29
年
度
主
要
事
業
の

進
捗
状
況（
子
育
て
支
援
課
、

社
会
教
育
課
、
学
校
教
育

課
、
住
民
生
活
課
）

主
な
調
査
概
要

　

�

②
に
つ
い
て
、
年
度
初
め
に

行
っ
た
平
成
28
年
度
主
要
事

業
の
進
捗
状
況
の
確
認
と
質

疑
を
行
っ
た
。

開
催
日　

10
月
24
日（
火
）

調
査
内
容

　

①�

平
成
28
年
度
指
定
管
理
者

評
価
結
果

主
な
調
査
概
要

　

�

①
に
つ
い
て
、
中
央
公
民
館
、

社
会
体
育
施
設
、
て
つ
な
ん

保
育
所
の
指
定
管
理
者
評
価

の
説
明
、
質
疑
を
行
っ
た
。

質
疑
の
中
で
、
評
価
に
つ
い

て
の
課
題
も
現
れ
、
町
か
ら

は
今
後
検
討
す
る
と
の
回
答

が
あ
っ
た
。

め
む
ろ
議
会
だ
よ
り
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